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小学生の部

妹と
喧嘩ばかりだけど
いつも仲良し

妹に
抱っこさせてと
手を伸ばす

大自然
緑いっぱい
愉快だな

三食が食べられる
それは幸せだ

当たり前？
それをつなぐのは私達

戦争は
してはいけない
絶対に

この命
だれにもうばう
けんりはない

手をつなごう
どこの国とも
なかよくさ！

どの国も
毎日、幸せ
ねがってる

学校の下校
ゆっくりのんびりに
進む日々
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夜
テレビを見ながら
わらう毎日

家の中でリラックス
雨の音で

日本の平穏、消えゆくウクライナ、戦うロシア
私たちはみんな平等であるはずなのに
誰もが同じ空を見上げて笑いあえる世界を今こそ作ろう

静寂に包まれる日本、日常が崩れゆくウクライナ
国が違えど命の重さは変わらない
みんなが平等に笑い合える、そんな平和を求めよう

交戦が続く影で、消えゆく明日への希望
誰もが平等に生きる権利を持っているはずだ
この国の平和を、すべての国へつなぎたい

万引きは
かるい思いで
重いつみ

いんしゅうんてんを
なめてはいけない
気をつけよう

ちきゅうおんだんか
しょうエネを
 心がけよう

平和はね
一人で作るんじゃない
みんなで作る

動物も植物も
みんな生きている
決めたらちゃんと育てよう

かがやくみんな
戦争なんてやめればいい
みんなの夢叶えよう！
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未来の自分へダッシュ！
まるで世界のみんながダイヤ！
自分の人生に突き進め！

友達と
渡って遊ぶ休み時間
今日も明日も続きますように

戦争は
むだ死に飢え死に
やめようよ

暴力は
人を傷つけ
自分も傷つけ

どろぼうは
人のためでも
やってはならぬ

戦争をやっても
何も得はない

戦争をしても
誰も笑顔にならないよ

平和に過ごせば
いい1日

僕は戦争を知らない　お父さんお母さん、おばあちゃんも知らない
ひいおばあちゃんから聞いた話は伝えていきたいけど、
実体験を伝える世代にはなりたくない

今ある家、いつも食べているおやつ
戦争の時には当たり前にはない
いつもの平和がずっと続くといいな

空の響く爆発音その音が世界を滅ぼす。
そんな爆発音が空に響かず世界中の歌声になりますように

原爆ドームがなかったらそこには何があったのだろう
ドームができた日は1915年4月5日にできて1945年8月6日に今のような姿になった
その30年間に何があったのか戦争がなかったらそんなことは思わない
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僕は思い出した。勝者こそが正義だという言葉を。
これはアニメの言葉だが現実を捉えていると思う。勝者だけが生き残り歴史を作る。
その上に成り立つ僕らは本当の平和と言えるのだろうか。

戦争は、争い。
けど給食のおかわりじゃんけん、テストの点数勝負、50ｍ走の秒数勝負
これらは、「平和」な争い。

漫画の争いは、まだ遠い。
映画の争いは、近づいている。平和は、遠く、争いは、近い。
こんな世界にいるかも知れない。

平和という高い壁が、争いという大きな巨人に壊されるかもしれない。
人は、争い、恨みあい、そして死ぬ。
こんな世界に生きたくない

戦争はこの世にいらないことだ。
でも、どうしても考え方の違いで戦争は起きてしまう。
今、世界や宗教など、いろいろなことに関心してみよう。
そうしたら何か、変わるのかもしれない。

戦争は
うしなうばかり
いのちまで

平和はね
みんなが笑い
争わない

みんなが毎日笑顔でいられることは、当たり前じゃない。
一人ひとりの大事な努力があってこの毎日がある。
だからこそ私達も笑顔でいられるよう、身近なことから始めようと思う

いじめがあっても一日一日を大切に生きる。
家族や友人が悲しむから？ちがう。
私には生きる権利があるからだ。

今を生きる私には、繋いでくれた命がある。
だからこそ今を大切に生きようと思う。
未来を見る私のために。

12



今どこかで戦争をしている
僕らはその中で生きている
今を大切に生きていこう

戦争は、人の未来を破壊するものだ。
だから戦争をしてはいけない。
人の人生がかかっているからだ。

「ロシアとウクライナ」が、
せんそうしてぜったいにわすれない

地図帳には線がたくさん引いてあるけれど
私たちはそんなの気にしないで　みんなで明日をねがうよ
当たり前の平和な毎日が続いてほしいから

小さな争いが　いつか大きな涙になる
違う国に生まれても　おなじ空を見上げているから
優しい言葉を世界に広げたい

ニュースで流れている遠くて悲しいできごと
違う言葉を話すあの子も　ただお家に帰りたいだけ 早く青い空と
家族の笑顔がもどりますように

戦争が起きると世界が変わる
今学校に通えているのも
一つの平和

戦争なんてひとごとだと思っていた
イスラエルとイランの戦争で　石油が輸入できなくなり、
ひとごとではなくなった

平和はね、当たり前ではない
今もどこかのくにでは戦争をしている
せんそうは、たくさんの人の命を奪い合う

戦争は、昔の人が教えてくれた。
だから知ってる、だから怖い。
なら次は、僕らが平和を教えてあげよう。

戦争のない平和な今。
だけどこの平和は長続きしないかもしれない。
だから生きてほしい、今日を、この瞬間を
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一日　一時間　一分　一秒　みんなと話し　笑い合える
それは誰もが味わえるわけじゃない
だから私は 1日  1時間  1分  1秒だれかをえがおにさせたい
いつか世界中の人が1秒いやいっしゅんでもわらってくれる日を
私は未来にみる

ただいまそしてあたたかい言葉が返ってくる
私は毎日言えて言葉が返ってくる
世界中には言えなくて返ってこない人もいる    私は世界で一番しあわせ

自分の意見を持ち、自分の好きなことを安心してできる
今の世界はそんな事さえ許されない人がいる
私は願う、いつか世界中の人が自分の意見を持ち話あえるために

戦争って怖い
なぜなら人からすべてを奪うからだそれでも
生きる僕達だ

僕が思う平和は、戦争をしないことだ。
戦争をする人、被害を受ける人だれも嬉しくない。
もうやめよこんなこと、命がもったいない。

戦争はしてはいけない。
もししてしまったら人の命を奪うから。
私は戦争がなくなるように願っている、そしたら平和が戻ってくるから

平和は日本の象徴だ。
二度と戦争をしないと誓ったんだから、
戦争をしてしまったらみんなの幸せな暮らしを奪うから。
奪った命は戻らない。

どこに行っても危険はある。
見えないところにあるからこそ安心できない。人は死なせてはいけない
だからこそ油断は禁物、人生は一度きり。

お母さんにもらった温かい命。
家族、友達。
戦争は大切なものを奪う爆弾だ。

どうして戦争をするのだろう。
家族、友達。
すべてを奪ってしまうのに。
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戦争はたくさんの人の命を奪う
住む場所を奪う
大切な人をたくさん奪う

家がある　ご飯が食べれる
寝る場所がある
命をくれた親がいる

青い空
戦争すると真っ黒な空
みんなで守ろう青い空

平和−戦争　楽しく過ごせる−過ごせない　みんなと笑う−笑えない
家族に会える−会えない　美味しい料理が食べれる−食べれない
みんなとふざける−ふざけれない　なぜこんなに不平等なのか

私達にとっては「日常」のこともある国では「日常」じゃない。
「幸せ」だ。
この「日常」が世界に広がればいいな。

この世で一番意味のない争いは戦争だ。
ちょっとした小競り合いから始まって世界に広がってしまう。
この世から戦争が消えますように。

忘れちゃいけない原子爆弾
この経験をもとに
毎日を生きよう

「平和が当たり前」
じゃないことを忘れずに
一日一日を大切に過ごそう

だれかにやさしくしたら
世界は、平和になる
私は、それを望んでいる。

戦争は、今も続いている。
そんな世界が、平和になるためには、
一人一人が、みんなのことを思うこと大切だ。
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平和ってなんだろう
この世には平和なんてないのかもしれない
こんな世の中が嫌になっちゃうなぁ

戦争に参加したくなくてもする人がいる
戦争の被害にあっている人がいる
その人達は今どうしているんだろう

「戦争がなくなりますように」
みんなが思っていること
なのになんで戦争はなくならないのかな？

平和になろう  戦争しないで
ゆずり合い、やさしくしようね
それが平和

戦争をしないだけで
助けられる何万人もの
命のかがやき

「戦争をしない」
それが国のほこりになる

この空の下で
今もどこかで戦争が続いている
ぼくらができることはなんだろう

いつかまた
戦争がおきるかもしれない
だから争わないようにしよう

「平和」ってなんだろう
「正義」のための攻撃の先には
平和が待っているのだろうか

国民が、頼れるような町づくり。
自然を生かした町づくり。
平和な平和な町づくり。

戦争を
みんなでやめて
いいせかい
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みんなでさ
楽しく笑って
遊ぼうよ

お母さん、いつもそばにはいてくれない
戦争、病でいなくなる
ぼくたちきせきのかたまりだ

戦争ないのはよいことだ
友達みんな死んじゃうよ
戦争一度もしたくない

平和の世界がいちばんだ
世界全国平和がいい
みんなの命を大切に

自分は笑顔、相手は笑顔じゃないそんなときあなたはどうする？
優しくする、同情するじゃない。
相手がちょっとでも、楽しい、幸せって思ってもらえるような人に私はなりたい。

生きてるってどういうことだと思う？
息をしている、動いてる、
じゃなくて自分の好きなことをありのままの自分でやること、だと私は思う。

平和は戦争をしないこと！とみんな言う
でも私は、当たり前に朝ごはんを食べて、当たり前に学校へ行く
こんな世界がいつかあったらいいな

　眠れる
学校に行ける
これがたくさんの幸せだ

クローバーだって
一つの命
大切に

ケンカが
大きくなって
せんそうに

平和とはなんだろう
戦争がないこと
毎日お腹がいっぱいになるまでご飯が食べられること
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にっぽんは
戦争少なく
平和だな

ご飯を食べて
ぐっすりねむれるって
平和だな

災害がない
そんな毎日
平和だな

いっぱい遊んで
いっぱい寝て
それが平和

楽しく
幸せ
それで生きられるのが平和

戦争がない
災害もない
それが安全で安心

平和とは何だろう
僕が思うに
みんなが笑顔でいられることだと思う

温かい布団で
ぐっすりと眠れる
毎日を過ごしたい

平和はただ一つ
戦争をしないこと
戦争したら笑顔がきえて苦しみになる

ご飯を毎日食べられて
ぐっすり眠れて穏やかに暮らせる
それが幸せ
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いきているって幸せだ
家族といられる災害がない
その時間を楽しむそれが幸せ

生きられるって
幸せだ
生きている時間を楽しむ

毎日食べられることって
とても幸せだ
それが生きているしるし

災害のない平和
毎日安心で
生きていられる

私は今すごく幸せです
家に帰れば家族が「おかえり」と暖かく迎えてくれて毎日温かいご飯が食べられて
共に笑いあえる友だちだっている
「この幸せの灯火がこの先もずっと未来を照らし続けてほしい」と私は強く願っています

平和とはなんだろう・・・
戦争をしない。食べ物がある。電気を使える。
このいつもの生活が当たり前とは限らない。

わたしとおとうさんがおふろにはいること
わたしがおふろにはいるとおとうさんがしあわせだなという

まいにち言おうありがとうと。
わたしが言うとおねえちゃんもしあわせだという。
ありがとうの輪になる。

平和とは幸せな生活だと思う。
みんなが豊かに暮らす。
だが、戦争がこれを邪魔する。

平和とは自由だと思う。
この世界には人権がない国がたくさんある。
それが戦争産むかもしれない。

お父さん、お母さんありがとう。
もしもここで戦争が起こっていたら、
僕は青い空を見れなかっただろう。
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平和とはあらそいなしで仲よしあり。
平和とはみんな仲よくこうへいに。
平和とは１人がくんりんしちゃいけない。

平和とはじゅうなしけんなしあらそいなし。
みんながこわがるようなみらい。
つくらないようにあらそいなし。

平和とは家族あり友だちあり。
みんななかよくみんなでなかよく。
みんな幸せみんなが幸せ。

平和に住もう、
せんそうなく、
あらそいなく

平和をつなぐ
わたしたちの未来
大きな１歩を

なみだを流さずに一日終わる
同じふとんでみんなでねること
ずっと続きますように

せんそうはもう終り
子どもたちにかがやくくらし
つなげよう

みんなが、なかよく、へいわに、すごせるように。
みんなが、げんき、
たのしく、すごせるよう、がんばるように

せんそうがおわり
せかいはぐーんかわり
みんな幸せそう。

ぼくたちは心がある
その心がきずつくとみんなも自分もやな思いになってしまう。
みんながみんな心をもっている。
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いつもぼくたちが
たのしく生活できるのは
せん死した人のおかげだろう。

むかしは、
まともにご飯を食べられない人がいて、
その人たちの気持ちを考えてご飯を食べよう。

毎日が楽しく
けんかなしないように
平和が一番いいな

ぼくは前にせんそうのアニメを見てこわいと思ったけど、
今当たり前のように生活してるのが平和なんだと初めて気づいた。

クマやあぶない動物が出てなくて
人間は平和だと思うけど
クマの平和ってなんだろう

戦争が終われば、平和が始まる。
きっと、だれしもがそう思っている。
いつかこの想いがとどくその日まで。

お店でぼきん
少なくても
助けになったらいいな。

日本は平和でも
アメリカとイランはせんそうしてる。
はやく終わって平和になったらいいな。

どうしてだろう、
大人は、話し合いでかいけつできることを
かんけいのない人まで幸せをうばっていくのだろう。

わたしは幸せですなぜかって、
毎日あたり前にごはんをたべたりぐっすりねたり、
できるからです。

戦いなく
みんな仲よし
毎日幸せ
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まぶしい太陽
きれいな空気をいっぱいすって
今日も元気にがんばるぞ

毎日いっぱいごはんをたべて
幸せな毎日うれしいな

みんなが笑ってる。
みんな仲なし
あした晴れたらいいな

おいしいごはん
よくねむれる
楽しく学校に行くこと。

歯みがき
おふろ
いつものふつうが一番平和

一人一人が笑っていれば
みんなが幸せ
未来が明るい

せんそうでは人をころしてもいいってなんでだろう?
なんでほかの人にもひがいがおよぶのかなあ？
だれもいないところではなんでやらないのかな　なんでだろう

ぜんそうではなんで人やどうぶつの命を使ってまでかとうとするんだろう。
たとえば犬がばくだんをもってたちむかったり命がけでかみついたり
やっぱ人って、、、

今、私たちに出来ることは
過去のつらい出来事を
未来にずっと、伝えていくことだ

ぎせいになってしまった人たちの命を
むだにしてはいけない
いつまでも平和な世界を築いていこう

ぎせいになってしまった人たちの命を
むだにしてはいけない
いつまでも平和な世界を築いていこう
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へいわしゅぎ
二度と戦争
したくない

戦争がないから、
いつでも、どこでもどんなときも
家族がそばにいる。

平和があるから
自然があるから
かがやく未来がまっている

せんそうをしないように
平和にすごすことを
こころがけよう。

平和とは、
すべての人間がのぞむ
ねがいなり

人は思う
人生が
平和におわれば幸せと

たすけてほしい
こんなこともう二度と
ありませんように・・・

もう二度と繰り返さないあの日の悲げき
平和があたりまえと思わないで

戦争は
多くの命を、奪うこと
「世界平和」今の地球じゃほど遠い

巻き込まれ亡くなった人は何兆人?
戦争は国どうしのけんかじゃすまないの

かくへいき
だれも持たない
平和だな。
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戦争は
もう二度としない
絶対に

こくみんのみんなが
しあわせにあたりまえの
せいかつをすること

じこやかじがない。
もんだいなくくらせる。
せんそうなくすごせる。

もう絶対
戦争することは
許されない

もうしない
やくそくするよ
せんそうを

人の人権を大切にしながら
この平和をまもっていくことが大切だと思った。

日本全体が平和に、
二度とせんそうをしない。
平和しゅぎを大切に

非かく三原則
守ってせんそうをやめて
平和をもたらそう

平和主義のおかけで、
平和にくらせています。

日本のように、
みんなが、
核を使わなければ今も平和なのに。

もう二度と
おこさせはしない
戦争を
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平和じゃないと、
生きるのが大変
平和を大切に

平和主議
戦争しない
原則だ

日本は
かくへいきを
もたない

平和は
せんそうのない
しあわせな毎日

みんな笑顔の
この心地いい空間
これが平和

たくさん遊んでたくさん楽しむ!
これこそ‟平和”

きれいな青空
おいしいご飯
あたたかいふとん

楽しいと
思える時が
平和だな

安全な
くらしが1番
平和で楽しい

支えあえて
助けあえる
しあわせだ

えんそくは
ずっとずっと
あるきます
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わたるとき
さゆうをぜったいに
みます

平和とは
おいしいごはんが食べられる、水がのめる、学校にかよえる。
今が一番平和

ゆめみてる
戦争がこの世からなくなることを
信じてる

だれもが
しあわせになれる世界
これがみんなの平和

平和とは
ぼう言ぼう力
しないこと

けんか中
くぎりをきめて、
なかなおり

ごうとうだ
110番で
電話しよう

平和主義、
戦争をしないこと。
大事な人が死ぬことはこわい絶対にしない

みんな知ることもいい。１つや2つひみつがあってもまたいい。
「生きる」って言うこと、勉強をして家族とくらして、笑い合う。
生きることが平和と言うこと

みんなですごしたり、あそんだり
楽しんだり助け合ったりかけがえのない毎日、
明日がある毎日っていいね

家に帰りにご飯を食べる。
あたりまえの日びがうれしいよ
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今この時
何も起きず生きていられるのが
一番の幸せだね

明日がある。
でもそうともかぎらない

1941年、戦争が始まった。1945時、戦争が終わった。
この5年間をくり返さないために、
今、世界が平和になるときがくるはずだ。

平和。
普つうの生活ができているとき。
この世に生きていること。

平和ってむずかしい。
でも、みんなが笑顔で楽しくしていると平和って感じる。
この「しゅんかん」がどの時代でも、どの国でも感じたときは、平和。

みんなが友に
仲が良く
人のいやみを言わない

世界のみんなが
いやな思いをしないで
いいきもちで生活をすること

大人はあたえられた仕事をし
子どもは、保育園、小学校に行くこと

笑うほど
心がどんどん楽しくなり
周りが平和になる

けんかせず
楽しく遊ぶと
平和のしょうちょう

会話の時に
言葉に気をつけると
平和だな
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みんなで守ろう、
平和主議

みんなはね、
平和を守る
神様だ

平和とは、
みんなが守る
そんざいだ

世界に
平和を訴える

非核三原則
もたないつくらないもちこまない

原爆の
実験禁止を訴える

平和とは
それぞれ相手のことを考え
けんかをせずだれかをきずつけない

平和を守るため
武力をもたないことが大切

どんな人でも自分ことだけを考えて
まわりのことをわすれちゃいけない

あらそいは、
みんなの心をけずってる。
心をなおして楽しもう

みんなが笑う
このしゅんかんだれもが
平和をねがってる

はつもうで
おまいりする時
平和を願う
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はんざいは
やっちゃいけない
やらせない

人間は
協力しあって
生きていく

ネットでは
うそも本当も
かみひとえ

みんなでつなごう
戦争のない未来へ

みんなで作ろう
笑ってくらせる毎日を

平和のため、
みんなで守ろう法律を

平和は、学校に行けること
友達としゃべることができる
みんな仲よし

今のままの幸せがいい。
暗い未来はいらない。
ほしいのは、今か、あたたかい未来だけ。

みんなが笑って、
「幸せだね」っていえるのが
一番平和だよね。

おなかいっぱい食べられて、
安心して眠れて
これがずっと続いてください。

命はとうとい
せんそうで命をうしない死んでしまう人もいる
みんななかよく平和に
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いつもどうりのせいかつが
とても大切だ
いつもどうりが一番いい

平和とは、
安全においしいご飯を食べれたり、
楽しく友達と遊んだりすることだ。

平和とは、
毎日ふつうにくらしたり、
戦争がなくて、安全にすごせること。

友達や、家族といる時が、
これ以上にない、
とても平和で幸せなときである。

平和はさ、
みんながたのしくできること

平和でさ
本当によかった
うれしいな

平和でさ
しあわせにくらしたい
いつまでも

はん罪はしない、
このくらしを守るため

自然を守るため
ふほうとうき
ゆるさない

人権を守るため
差別はしない
ぜったいだ

ケンカもさ
なくしていけば、
平和になるよ!
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相手に対して、
思いやりをすれば
仲良くなれるよ!

平和になると、
あら不思議
笑顔あふれる

どの国で生まれ育ったかによって
人の人生が左右されず
平等に生きる権利があることを願う

私は今、ここで平和に過ごしている。
でも今、戦争で住む所食べ物を失って苦しんでいる人がいる。
1日でも早く戦争が終わり安心して生きれる世の中になってほしい。

家庭内の平和、社会の平和、世界の平和。
多くの人がこの小さな平和から、
平和とは何か考える必要がある

あさ目がさめて見た空と
せかいのだれかが見た空は
きっといっしょのはずなんだ!

みんなが平和にならないと
この世界は
なりたたない

平和とは
みんながたすけ合いをする世界のこと

平和が一番。
なぜかというと
戦いなんかすると人も動物もきずつくから

平和はね
みんなで守る
物だよね

戦争は、
人のころし合い
やめようよ
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みんなでね
楽しく暮らす
平和だね

戦争はもう二度とおこってほしくない。
そんな私の願いをこの三行詩にのせてとどけたい。
私の思いがたくさんの人の心にとどいて平和な世界がおとずれますように。

今の平和は「あたり前」じゃない。
これからも語りついでいこう。
あのあやまちをもう二度とくり返さないために。

戦争によってたくさんの人の命が奪われた。
たくさんの人が犠牲になった。
戦争がなければ助かった命がたくさんあるはずなのに・・・

私はまだ、
平和ってよくわからないけど
けんかはいやだ

むずかしいことは
よく分からないけれど
みんなが笑っていられたらいい。

平和って、
たぶんだれかが、
泣かないことだと思う。

戦争なく
安心でくらす
平和な毎日

平和な世界に
今日が合わさり
かがやくあした

ともだちとあそぶ
へいわだな

いつもおいしいごはんがたべられる、
へいわだな。
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かぞくがえがおでいつもいる、
へいわだな。

お母さん
生きているから
私も生きれる

白米さん
そだててくれた農家さん
二人にかんしゃをありがとう

いつかはすべての国があらそわない、
世界になってほしい

あったかいごはん
まいにちたべれて
うれしいな

平和って
みんながわらって
ねむること

せんそうを
しらずにいきていけたら
うれしいな

毎日おいしくてたくさんたべられる。
うれしいな!

今は、すごく平和。
せんそうもなく、
ばくだんで死ぬ人もいない。

みんなが、いってる。
たすけて。こわいよ。
今の私たち。なにかが出来る。

みんな、
ご飯をおなかいっぱい食べられることができたら、
それっておなかも心もすごく幸せなこと

33



いっぱいご飯が食べられること。
いっぱいねむれること。いっぱい遊べること。
それはぼくにとって幸せなこと。

日本みたいなおだやかで、
戦争がなく、安心してくらせる国がたくさんあったらいいな。

今の日本は平和だな
だけど世界は平和じゃない
日本はいいくにだ

ぼくはいつもわらってる
わらっていつもいるのは
お父さんお母さんのおかげ平和だ

小鳥が朝にはないている
ピヨピヨ鳴ている
ピヨピヨと平和だな

どこいった
春夏秋冬
春と秋

春の風
あらたな恋風
小鳥がはこぶ

あついなつ
ひやしてよ
私の心まで。

子どもの笑顔
笑う声
それだけで今日も平和な一日

ごはんを食べてねむって朝おきて
そんな「あたりまえ」が平和

だれかの笑顔はだれかを助けているかもしれない。
助けられただれかは、まただれかを笑顔にするかもしれない。
1人の笑顔はみんなを笑顔にする
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明日をむかえられる。
それは、みんなで協力できるちからがあるから。
今日も平和におわったな。

みんなが笑顔。
1人が笑顔になるとみんなも笑顔になる。
笑顔

いいことをしたら、きっと帰ってくる。
わるいことをしてもきっとかえってくる。
なんでも帰ってくる。

ともだちと
いつでもあそべる
へいわだなぁ～

ことしも家につばめがやってきた
へいわだなぁ～

おとうさんは
いつもねている
へいわだなぁ～

みんなで楽しく食べよう
ごはんやおかし
おいしいな。

みんなとあそぶの楽しいな。
ゲームやこうえん、ゆうえんち
ああ平和だな。

びょうどうにみんながなかよくあそぼう。
ともだちがもっといれば
もっと楽しい世界。

いつもの道を歩き、いつもの空を見上げる。
いつもの友だちと笑い、いつものかぞくに包まれる。
そんな「いつも」が私のかけがえのない平和。

よく、おこったりおこられたりする。
自分はいやだ。
でもそんな人がいるだけで幸せなのかもしれない。
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ごはんを食べ、ねて、起きて、登校する。
そんな私の毎日がとても幸せ。
この「幸せ」がずっとつづきますように。

世界中の人たちが毎日たのしく、
ごはんが食べれる日じょう!!

家族みんなが、
毎日たのしい日びが
続く世界!

学校に行ってまなぶ勉きょう
たのしく平和にすごそう

せんそうもやめてけんかもやめて
たくさんはなしあえば
きっと分かりあえるはず

自分がへいわだと思えば
どんな時でもへいわなんだ

へいわは、へいわです。

青り空に白い雲、おいしげる緑
小鳥たちの元気な鳴き声
みんな生きてて、平和ですてきな毎日

みんなの笑顔たのしそうな歌や声
これだけでもすてきな未来で
平和なしょう来

わたしたちの毎日は「あたりまえ」じゃない
みんなて協力し、作り上げたすてきなこと
だから今も平和そして、これからも平和

さぎや強盗でさわがれているぶっそうな世の中で、
このようなはんざいがなくなれば、
平和にくらせるのに。

自分のやりたいことができるのが
しあわせで平和かな
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友だちといっしょに遊ぶ。
えがおが生まれる。
それも小さな平和かな

あおいそら
みんながわらってる。
今日もあしたもへいわなせかい。

へいわとは
みんななかよく
くらせるせかい

へいわには、
ふしぎなちからがある

どんな人でもみんな人だから
かなしみやくるしみを持っている人がいても、
みな仲よく生きて行ける世界をみんなで願おう

今でも世界のだれかがうれしくて泣いている。
だけれど、世界のだれかがかなしくて泣いている
みんないきているから助けあおう

「ありがとう」その一言で、
世界は、やさしくなる。

けんかより
笑顔がふえると
平和がふえる

みんなちがう
でも仲良くできたら
それが平和

今の日常は戦争で本当だったら無い物。
日本に生まれたのも、
平和のおかげ

わたしたちは糸魚川静岡構造線断層帯の近くに住んでいる。
身近な災害に気をつけよう
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車や自転車の事故。
死亡や意識不明のかのうせいもある。
事故のない大きな平和にしよう。

朝、元気に学校に行き、
みんなで遊んで、夕方帰って、家族みんなでごはんを食べる。
それが平和

だれかがこまっていたりしたら、
見捨てるんじゃなくて、おたがい助け合う。
そこにも小さな平和がある。

友だちと元気にあそび、
家族みんなで楽しく食事ができている平和に
ありがとうとお礼を言いたいです。

せんそうがない
だれもがだれにでも
やさしくゆずりあう

わるぐちのない世界
みんなが楽しい

たすけあう
おしえる
なかよし

食べる飲む着る学ぶ
ああ幸せだなあ

緑に囲まれ生きる
平和の証

いいないいななにがいいな
緑がいいな空気がしいな
やっぱりいいな

鳥のさえずり、
笑う声、川の音
それが聞こえるあなたは幸せ
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ご飯を食べる
外で遊ぶ
それが平和

世界の人が
争いをやめた時
地きゅうが少しきれいになるだろう

朝日がのぼり鳥がなく
あたらしい一日のはじまりだ
今日はなにをしようかな

せんそうのない毎日は
いつもニユニコ楽しいな

大すきなごはんを食べてねることは、
どんなにもうれしいことでしょう

せんぷうきの風があたる所で、つめたいスイカを食べる。
こんなふつうとしたことが、
平和だなぁ幸せだなぁ

あたりまえかもしれないけど、
けんか、せんそう、あらそわない。
そうすれば、幸せでいられるだろうな。

自分にとっては相手は悪かもしれない。
でも相手にとっては自分が悪になる。平和ってむずかしい。
でも平和でいると、みんな幸せ。

たくさんたべて、たくきんねて、たくさん遊ぶ。
これは小さな平和。

世界の平和、
みんながなかよく、
みんながえがおに平和をのぞむ

国と国に、
なかよし、
笑がおに
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外国では戦争がおきている。
私たちは戦争をけいけんしていない。
戦争をけいけんしたことのない人だけの世界になればいいのに

戦争のニュースを見ていると心がいたむ。
戦争がなくなってほしい。
戦争をしても、かなしむのは、自分たち。

おはようと声をかけ合いみんなで食べる朝ごはん。
この当たりまえ、
ずっと続きますように。

今日も宿題が終わった。
お風呂に入ってごはんを食べる、そしてねる。
こんな夜こそ平和のあかし。

戦争じゃなくてみんながえ顔。
戦争は大切な人がいなくなる。

みんなえ顔。いじめはぜっ対だめ。
だけどみんな友だち、
平和でいようみんなでね

虫も動物も人もみんな命を持っている。
だから命は大切に、すぐになくってしまう。
争いはみんなが止める。

あたり前の毎日だけど、
これがあたり前じゃない国もあるみたい。
世界中があかるくなってほしいな

空がきれい、
あすへと向かう、
あさ日かな

空がきれい山がきれい、
水がきれい人がやさしい、
私うれしい

シールをあつめ、
交かんする子ども達
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ゴールデンウィーク、
いとこといっしょにバーベキュー

こたつの中、
体ぬくぬく、
あったまる

早くしなさいにイライラして言い返した朝、
いってきますのあとにいたむぼくの心、
ごめんねを言えるつよさが平和の第1歩

テレビを見た遠い国のニュース、
ぼくは今ランドセルをせおっている、
おなじ空なのにどうしてちがうのだろう

学校の帰り道見あげる北アルプス、
いつもと変わらない山の青さにほっとする、
このいつもどうりがぼくの平和!!

起きてごはんを食べて学校でおこられて下校、
ただそんな毎日が続いてほしい

私は友だちとおしゃべりしながら下校してくるけど、
1人で帰ったとき、
友だちの力を実感したな。

わすれられない、わすれたくない、
81年前のみんなの想い、
世界でーつだけのひばく国

あたりまえだと思ってた事も、
平和だから出来る事、
たくさんあるんだ

「正義のせんそうなんてないんだ」と、
やなせたかしさんは言う、
みんな共感した。

1生ねがいつづける、
世界と自分のために、
なくなってほしい戦争
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絶たいに守り続ける、
あの日あった悲しみを二度起こさないように、
平和で笑顔がさく町を

「なかった事にしてはいけない。」
あの日、幸せをとつ然うしなった人たちの悲しみを、
これからも引きついでいく、二度と起こさないように

しっかりとむねにきざんで、
あの日あった出来事を、
これからの「平和」はみんなで守り続ける

自分の「正しさ」を押し通すのが戦争、
みんなの「幸せ」をあきらめないのが未来、
その可能性はいつだって無限大。

武器よりも笑顔がいい、
みんなで笑えばあたたかい、
それが私たちの平和。

当たり前だと思っていたことが、
当たり前ではないと知ったとき、
人はどれだけその事を考えるのだろう。

世界中の戦争がなくなってほしい、
戦争をしても死者がでるだけ、
急に上からばくだんがふってくると思うとゾッとする

原爆を忘れてはいけない。
亡くなった方を知っていた人だち。
当時の人々の気持ちを決っして忘れてはいけない。

考えて覚えてひきついで、
色々なたて物にきざむ言葉、
ぜったいわすれぬ原ばくを

戦争の悲しみ、苦しみを忘れてはならない、
一番悲しいことは別れることではなく忘れることである。
そして二度と他の国々につらい思いはさせない

ヒロシマでおこったあのこと、
たくさんの人がなくなった、一つの原爆
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つないでいかないといけない、
あの日起きたひさんな出来事、
二度と同じことを起こさないために

どうして人は戦争をするのだろう。
まっているのは「ぜつぼう」、
まっているのは「めつぼう」

あたり一面燃えている、
木も建物も地面も、
なぜこんなことになったのだろう

自分にはかんけいない、
世界のどこかでおきている戦争、
でも本当は「やめろ」とさけびたい、

一生わすれられない戦争

忘れることのない記憶、
今も引き継がれている、
人の努力を爆発で消す多きなあくま。

つぎのせだいへつないでく、
あのかなしいできごとが、
とぎれないようにつないでく

みんながわすれたら、
なかったことになっちゃうから、
わすれない、わすれちゃだめ

戦争がない日々、
ずっとずっと続いてほしい、
世界が悲しみでうまらないために

忘れるのがこわい、
あの日をわすれない、
絶対に

つらかったあの一発、
もういやだ
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あの一発で何人が、、
平和ってなんだろう

あたりまえではない毎日一日一日を大切に、
前の過去はけっして忘れてはいけない。
忘れないように、忘れちゃだめだから残してく

幸わせであふれる毎日、
大切な人と仲いい人といつも一緒にいれる日々、
そんな大事な「日々」がなくならないように、いつでも過去をふり返る

決して忘れてはいけない、
空しゅうや戦争の数々、
世界が平和になりますように

世界にはかわいそうな子たちがいる、
「お腹がすいたよ」
その声に気付いてあげて

何年経っても忘れられない、
戦争はもうくりかえしてはいけない、
二度と犠牲者を出さないために

あの日に起きたこと、
忘れさってはいけない、
世界が平和になることをいのって

昔の人たちの苦しかったあの経験を、
私たちは未来へつないでいく、
もう二度とくりかえさないために

わたしたちはちかう、
なにもしていない人がぎせいになったから、
もうひがい者をだしたくない

すくえた命すくえなかった命、
『すくえた命』も『すくえなかった命』も両方大切な命。
命をうけついでくれたこと、あきらめずに生きてくれたこと、
全てに感謝して1日、1分、1秒を大切に精っぱい生きたい。
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おなかいっぱい食べられるのは幸せだ、
食べさせてもらえることを感謝して、
1食1食、１口１口を大切に

戦争はつらい。
いいことは１つもない、
暗い辺りが明るくなりますように

もうぎせいはださない、
戦争がない日本、
いつまでもいつまでも

日本はしあわせで他の国は戦争を続けている今、
戦争はなくすように主張しつづける今、
いつまでもいつまでも

まどをあければ光がさしこむ、
あたたかい空気が部屋をつつむ、
何気ないこのしゅんかんが平和というものなのだ

この世界には自分のために戦う人がいる、
この世界には他の人をきずつける人がいる、
でもその人たちにも大切な人がいる

世界ゆいつのひばく国、
せんそうでやげんばくの死からせおった使命、
この思いを守りぬく

2026年を戦そうのかなしみがうすれて、
この日本では二度も同じことをしたくない。
みんなで日本をかえていこう

いつも平和でいる日々、
だけどこの世にはくるしんでる人もいる、
世界のみんなで協力して平和にする

世界が平和になるように、
平和じゃなければぎせい者がでる、
平和であればみな幸せ
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世界のかく爆だんはまだなくならない、
かく爆だんは環境はかい、
地球があぶない

頭の中で考える、
光につつまれざんこくな人々を、
頭の中は原子爆弾でいっぱいだ

原子爆弾がおとされた、
光につつまれみんなが助けを求める、
すべてが夢の中であってほしい

曲もできる戦争が起こることに、
たくさんの歌ができる、
みんなのねがいを歌にして

平和がいい、
つくっていこう、
みんなの手で少しずつ

あの日のことを忘れずに、
みんなの思いをつなげてく、
心から平和を祈っている

広島で起きた悲惨なこと、
あの日のことは二度とくりかえさない

一人が平和を祈っても、
世界が平和を祈っても、
行動しないと意味がない

みんなでつくる、
みんなの世界、
みんなで守ろう

みんなでなくそう戦争、
みんなでつくろう平和な世界

「平和」ってなに。
人それぞれで分からない。
そんな事が「平和」なのかもしれない。
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けんかから戦争へ変わる。
しかし、けんかをするなとは言わない。
だが戦争は多くの人が亡くなる。

平和な世界はどんなもの?
みんなで仲良く楽しく。
だからいっしょにつくろう。平和を。

平和ってなんだろう。
1人1人がつくる世界。
次は私たちの番だ。

命はお金じゃ買えない。
たった1つの人生。
平和をうけつごう。

平和は争いのない世界、
だれもが幸せにくらせる世の中にすることを、
心にきざみ世界を変える。

平和とは幸せな毎日、
この思いを次の世代へつなぎます。
私たちの手で。

私たちの願いは全ての国が平和であること、
そのために努力し続けます。
諦めない私たち。

命は確実に多く生まれるか分からない。
なのに、亡くなってしまう命がある。
だから、いつまでも想っていよう。

平和は大事。
でも、残こくだった。
だけど、平和は当り前が1番

平和ってあたり前?
意外とあたり前じゃないから、小さな力でも、
あなたの手をだれかに差しのべて、
いっしょに平和を守りましょう。
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8月6日の日のことを考える。
被爆者のことを想う。
そして平和をつくっていく。

ボロボロになってしまった町。
多く失われた命。
絶対にわすれないで

いつまでもわすれてはいけない思い。
この思いは、自分たちも１人１人が大切だと思う。
できることは、みいなで協力する。

平和ってなに。
みんながたすけあうことが、
平和なんだよ。

今はすべて、平和ではない。
これから、みんなで、助けあう

広島でおきたあの日の出来事。
「関係ないから」の理由であきらめてはいけない。
だれもが平和でいられる世界を

広島市に原爆が投下。
もう二度と使わせない。落とさせない。
この思いを次の世代につなげるために

原爆、
核兵器だれが何のために使うんだろう?
本当にあるべき物なのだろうか

平和は、まだそのときではない。
世界すべこの人が平和をねがうとき。
そして、わすれてはいけないにれからも。

平和とは、
みなが平和を、
いのるとき

平和とは、
たくさんのんが幸せにくらすこと。
決して遠いわけではない。
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平和はいつまで続くからからない、
だからー人ー人の思いで、
変えようこの世界

争いの世界はあってもおかしくない。
一人を変えて世界も変えて明るい未来を

あの悲惨な出来事を忘れてはいけない。
これからだって戦争や悲惨なことを起こしてはいけない。
まずは自分から、平和のために取り組もう。

平和ってなに?
人それぞれで分からない。
でも、それを考えられる時間が平和なのかもしれない。

他国で戦争。自分には関係ない、じゃなくて
「戦争で苦しんでる人を助けられないか」
そう考えることが平和に近づいていくかもしれない。

いつまでも忘れない。
平和への思い。
争いのない世界へ、

いつくるか分からない。
悲しい戦争。
平和のつながりへ。

戦争は二度と起こしてはいけない。
たくさんの犠性者の人々。
世界につながる

平和を忘れてはいけない。
平和はこの世の誰もが幸せに暮らせることだから。
小さなカでも世の中の人々が世界を変えると信じているから

平和ってなんだろう、
よく考えると分かってくる、
あたりまえではないことを

この世の全員が考えるべき、
誰か1人でもかけたら、
平和は絶対にできないから
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平和はあたりまえじゃない。
いつかはくずれてしまうものだ。
だからこを今を精いっぱいに生きなければならない。

平和な今をあたりまえだと思ってはいけない。
すばらしい平和の一日一日を、
大切に生きなければならない

あの時命をおそったかいぶつ。
あたりまえじゃない平和。
もうしてはならないあのじごく

平和ってなに、
一人で生きることじゃない、
みんなが生きることが大切なのだ

なんで生きているんだろう。
まえの世代の人達がつないでくれた命を大切にして、
次の世代につないでいこう

未来なんて見えない、
生きれるかなんて分からない。
今も動いてるこの命

大切な命、
みんなの命、
ずっと動いてる。

生きる、生きない、
平和ではないと生きられない。
平和でいよう

いつまでもわすれない、
広島で起きたひさんな出来事を、
小さな力で世界を変えよう。

平和、
それはみんなが幸せでいられること。
戦争とはもうお別れだ。
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幸せ、
それはかんたんなことではない。
みんなで平和を意識しよう。

平和を祈る人々
いなくなった人たちのために、
私たちは生きていかないといけない。

日常にある「平和」
目には見えない大切な物、
それを大事にしていかないといけない

あの日の出来事、
子供でも、大人でも、
わすれないで生きていく

わすれてはならない
悲惨な過去を
いつまでも

目には見えない大切なもの
それは目の前にあるかもしれない
それを大切にしていかないといけない

引きついでいく
この思いを大切に

平和は日本だけ平和ではいけない
全ての国が平和でないとダメだ。
平和にしていきたいなら、自分やみんなが努力しなければならない

1人1人小さな力を重ねて
みんなのカをぜんぶ重ねると大きな力になる。
大きな力になるにつれて平和になっていく

みんなはただ言うだけ。
「平和が良い」「平和だったら何ができるかな」。
みんなロぐちに言うだけ行動しない。努力もしない。
そんなんじゃ平和になるわけがない。
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私たちが生きている理由、
戦争へ行った人たちが自分の命をぎせいにしてまで戦ったから、
その思いをむねにいだいて生きよう。

平和はなんだろう。
みんなが自由に生きられること?
みんなの笑顔が見れること?

平和は口だけではかなわない。
実げんするんだ、
未来にむけて

世界中すべての人が争いをしないこと。
世界中すべての人がぶじに生活できること。
これらのことをずっとわすれないでいたい。

この世界中の人たちは、
平和をねがっている。
このことをわすれたくはない。

平和とは、
この世界中の人が争いをせず、
食べ物を食べることができることだ

あの日の悲げき、
みんなの平和への思い、
次の世代へつないでいこう

平和ってなに
人それぞれちがうもの
それを考えられるのも平和なのかもしれない

わすれてはいけない、
あの日のことを。
原子ばくだんがなくなるその日まで

争いの火
空にうかぶ悪まは、
消えていく
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平和とは、
世界中の人が「思い願う」こと。
そのことをいつまでも願っている

争いのない未来、
みんなでたすけあう。
それがみんなの平和

平和な社会、
だれがつくるかはこの世界にいる全員でつくる。
この平和を次次とつないでく

だれもが平和、
だれ一人かけることは許されない、
みんなの世界

みんなの気持ち
全員の気持ちはあったかい
この社会もあったかい

平和
いつでも平和
どこでも平和

あのことは忘れない
平和　平和

平和はいつこわれるか分からない
まもっていこう、
今の平和を

忘れちゃいけない、
昔のひさんな世界を
二度とくり返さないために

みんなが平和なことはない
自分のためじゃない、
みんなのため

平和な世界
今はあたり前
昔は反対
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昔のきょうふ
今も続けないため
受けついでいく

平和はつなげられない
今もせんそうしているかもしれない
みんなでつないでいく

平和な世界きないでいくのはむりではない。
みんなでやれば、

あらそいの世界はいっぱいある。
自分だけではとめられない、
みんなでも。

今は平和、むかしはせんそう、
せんそうは食じやみずがあんまないけれど、
自分の命はだいじにみんないきていく

日毎の辛福、
平等にみんなに毎日を幸せを平和をおとずれますように

あらそいなく、
たのしく命を守っていく町がいいな

平和とは何なのか。
それはあらそいもなく、人々の考えをすべて反対せずに、やさしくうけとめてあげる。
日本以外の国、ロシア、ウクライナ、イラン、アメリカ、
それ以外でもたくさんの国々が、せんそうをやめていく未来がおとずれたらいいな・・・

わたしたちは、生きている。
大切な命があるから生きている。
一つしかない命を大切に。

おなかがすいたらごはんがでてきます。
ねむくなったら温いふとんがあります。
みんなありがとう。

あらそいなく、
命を大事に、
生きていこう。
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ぼくは、さいきんコンビニでぼきんをした。
もしもの時、これで人の命がすくわれますように。

戦争は命がけずられるまでやるむだな争い。
いつまでも楽しく、争いをしないものが「平和」。
戦争せずに、いつまでも自由なままで生きられるといいな。

沖縄では、
石に戦争で亡くなってしまった他国の人全員の名がきざまれている。
色々な人の大切な場。

選挙は、国民には関係ないか?
いや違う。
投票で私たちの未来をつくる人を見きわめるんだから。

戦争は、
やめよう。
おわれば世界が平和になる。

みんな仲よく、
銃をにぎらず手をにぎろう

私たちにもできること、
身近な人を大切にすることから平和を広げよう。

「平和」を築くためには、
自分で作る物ではない
「みんな」で考えて作るものだ

「平和」を作るためには、
みんなで作るもので協力しなければ、
平和ではない

けっして忘れてはいけない、
戦争があることを、被爆者たちの願いを、
これからも平和な世界を目ざして

今、この時も戦争がおきている。
私たちが幸せにくらせている時間にかんしゃして、
戦争を頭に入れて
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あたりまえじゃないこの生活、
幸せな日々を一日一日大切にして

今も戦争している国がある。
今もたくさんの人が亡くなっている。
今もたくさんの人が悲しんでいる。

なぜ戦争をするのか。
考えてみよう。
考えてみると、悲しくなる。

平和でいてほしい、
戦争は仲間別れ、
みんなで助け合おう

せんそうはみんなこわいよ、
バンバンバンと大きいおと、
せんそうはだめ

戦争は、
外国でもかんけいなくない、
とってもいけないことなんだ

戦争は、
やっていいことなんてーつもない。
するいみはほんとにないんだよ

きずいたらまわりはてきだらけ、
そんなみらいはつまらない

広島は「平和をいのる」という活動をしている。
いろいろな人がこれから平和を守っていくのが大切だと思う。
そのためにはせっきょくてきに政治に参加するのが大切だ。

みんなが願っている物。
もうあのようにはならないで欲しい。
今も願っている

平和とは、
戦争が無くなるだけが平和なのだろうか
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今この時にも世界では戦争が起きている。
今この一刻一刻、第三次世界大戦に近づいている。
今からでも戦争を無くしたい。

一人一人が
平和を広める活動を

一人一人が平和を願えば
平和になる

これからも
平和を願って過ごしていこう

なぜ戦争をするのだろう。
たくさんの命がぎせいとなっているのに。
なぜ戦争をおこす必要があるのだろう。

国の長は国民の命をどう思っているのだろう。
戦争をすれば人は必ず死んでしまうのに。
戦争ははなんのためにやるのだろう。

夏休みの昼、テレビをつけると戦争特集で、
見たら遺族の怒りと悲しみを知り、
心がじんとなった。

日本は戦後80年、
この数字がもっとふえてほしいな

この広い世界でめざすのは
平和な世界

身近にも
平和主義がたくさんだ。

国会でせんきょがある
みんなやろう。

戦争はこわい、悲しい
なのに世界のどこかで戦争がおきてる
平和が一番なのに
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学習をするまで私は戦争は遠いものだと思ってた。
でも日本もひがいをうけていて、みんなもきずをうけていることが分かった。
戦争がなくなることを私もみんなも願ってる。

平和主義
被爆国として
平和をねがう

平和都市
平和な町の
生活と。

ある日なんてことない日にも。
ちょっと特別な日でも。
悲げきはおきるのだ。

原爆は
一つで全てを
消し飛ばす

あの日の君は幸せ。だけどそのとき君はいなくなる。
そしてこの家も。町も。
そうなると思えない。

広島に原爆落とされ
もう80年

ミサイルは
ふらしちゃダメよ
平和主義

平和主義
国民正義
たすけあい

ニュースで戦争のことを見て、
はやく戦争を止めて平和になってほしいと思った。

戦争よ
はやくおわれ
世界でも
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世界でも
平和になったら
幸せだ

日本の平和
ずっとつづくと
ねがってる

戦争は悲しみしか作れないのに、
まだ戦っている国がある。
すべての国が仲よくできればいいのに

やけていく街、
たおれていく人々、
そんな景色が私の目にうつりませんように

日本は戦後八十年。
ひいおばあさんが話したこと。
心にきざんで未来へ進む

戦争で亡くなった人はたくさんいる。
だから、日本はもう戦争はしないと決意した。
私も二度と戦争が起きないよう願っている。

日本は戦争をしないってきまりがあるけれど、
他の国は戦争をしている。
どんな気持ちでやっているのかな

みんながいろいろなことができるのは平和だな。
でも戦争しているくには
みんながいろいろ自由にできない。

全員がしあわせなことはよいことだ。
全員がしあわせがおとずれてほしい。
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